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ト
ッ
プ
は
地
方
区
塚
田
憔
全
国
区
和
田
継

　
七
月
七
日
行
な
わ
れ
た
参
議

院
議
員
選
挙
は
、
天
候
が
よ
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
松
之
山
町

の
投
票
率
は
八
五
・
七
％
で
前

回
を
一
・
七
八
％
上
廻
っ
た
。

投
票
者
総
数
は

　
　
男
一
一
一
山
ハ
九

　
　
女
二
三
〇
〇

　
　
計
四
四
六
九
人
で
し
た
。

開
票
は
即
日
午
後
ゼ
時
三
十
分

か
ら
役
場
議
場
で
行
な
わ
れ
た

地
方
区

の
開
票
を
全
部
お
わ
っ
た
。

　
全
国
区
の
開
票
は
、
九
十
三

名
の
候
補
者
を
あ
い
う
え
お
順

に
分
類
し
徹
夜
で
整
理
が
す
す

め
ら
れ
た
。
疑
間
票
や
、
按
分

票
が
多
く
手
間
ど
り
、
午
前
二

時
に
漸
く
完
了
し
た
。

松
之
町
選
挙
管
理
委
員
会
が

発
表
し
た
各
候
補
者
別
の
得
票

数
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

糞寺島泰
治
共

松
井
　
　
誠
社

広
瀬
真
一
自

塚
田
十
一
郎
無

ま
お
か
文
太
郎
自

大
谷
藤
之
助
自

中
村
順
造
社

石
井
貞
夫
諸

和
田
静
夫
社

石
原
慎
太
郎
自

鈴
木
　
　
強
社

た
ま
き
た
け
お
自

長
田
裕
二
自

　
二
　
　
九

　
四
四

　
二
八

　
　
四

　
　
五

五
五
山
ハ

五
四

　
　
八

　
　
四

　
四
四

横
山
ノ
ッ
ク
無

高
橋
正
勝
無

鈴
木
武
一
無

永
野
鎮
雄
自

田
口
長
次
郎
自

安
・
永
英
雄
社

塩
碕
じ
ゅ
ん
自

佐藤し

ん
じ
ろ
う
社

高
山
恒
雄
民

迫
水
久
常
自

沢
田
　
　
実
公

佐
々
木
励
無

上
林
繁
次
郎
公

石
本
し
げ
る
無

森
　
八
三
一
自

峰
山
昭
範
公

加
藤
シ
ズ
エ
社

上
田
　
　
稔
自

三
浦
光
保
無

内
田
　
善
利
公

野
々
山
二
二
社

　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　 二　 二　　 五
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上
田
し
ん
三
無

岡江末藤
崎藤松原

道
子
社

久
美
諸

　
智
自

　
功
無

　
二

一
三

　
一
七
三
　
一

青
島
　
幸
雄
無

上
田
　
　
哲
社

北
村
み
つ
る
社

森
下
　
正
則
無

あ
く
ね
　
登
社

小
林
　
　
武
社

た
ち
ぶ
哲
也
民

森
　
き
く
ぞ
無

岩
間
　
正
男
共

亀
井
董
彰
自

源
田
　
　
実
自

二
宮
　
文
造
公

大
竹
平
八
郎
自

林
　
　
し
お
自

三
原
藤
助
無

鈴
木
　
一
弘
公

横
川
正
市
社

長
谷
川
仁
自

渡
辺
　
　
武
共

西
郷
隆
盛
諸

杉
本
　
一
夫
諸

　　一六　三　二三　二三七　二二　　二一九
二五二八九八一四五五七四二〇〇〇二一〇一〇

翻蘇転崖
　
弛
戊
自

秋
ヂ
自

雄
三
自

　
忠
公

博
文
自

　
繁
自

邦
寿
無

小
笠
原
貞
ヂ
共

天
坊
　
裕
彦
自

三
〇
八

　
　
六

　
四
八

　
七
三

　
二
四

　
一
一
．
五

　
　
四

　
一
一

　
　
三

小
長
井
　
↓
諸

山
陰
探
月
諸

新
堀
　
恵
無

伊
藤
新
夫
無

松
田
　
昭
川
久
無

（
写
真
は
開
票
風
景
）

二八〇四〇

く

　
み
ハ
月
一
一
＋
四

日
開
か
れ
た
町

定
例
議
会
は
、

昭
和
四
十
三
年

度
一
般
ム
∬
計
第

一
回
補
正
予
算

を
可
決
し
た
ほ

か
、
別
項
の
決

議
を
行
い
午
後

三
鯖
会
し
ま

た
。

昭
和
四
十
三
年
産
米
に
関
す
る

要
望
決
議

農
畜
産
物
の
輸
入
激
増
を
抑
え

国
内
需
給
度
の
向
上
を
は
か
る

こ
と
は
、
我
国
の
経
済
と
民
生

の
安
定
に
不
可
欠
の
課
題
で
あ

る
。し
か
る
に
最
近
米
穀
需
給
の
緩

和
に
よ
り
生
産
者
米
価
を
抑
制

し
食
管
制
度
を
変
え
よ
う
と
す
ワ

る
動
き
の
あ
る
こ
と
は
、
米
単

地
帯
の
農
家
に
大
き
な
不
安

を
与
え
て
い
る
。
政
府
に
お
か

れ
て
は
、
昭
和
四
十
三
年
度
産

米
の
政
府
買
入
価
格
の
決
定
に
・

あ
た
っ
て
は
　
農
業
基
本
法
並

び
に
食
糧
管
理
法
の
趣
旨
に
も

と
、
づ
き
下
記
の
と
お
り
決
定
さ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
　
’
記

L
基
本
価
格
に
つ
い
て

生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式

に
よ
り
算
定
し
た
一
五
〇
㎏
あ

た
り
二
三
、
一
一
〇
円
と
さ
れ

た
い
。

乞
諸
加
算
に
つ
い
て
　
予
約
概

算
金
、
予
約
減
税
、
時
期
別
格

差
、
歩
留
留
加
算
は
基
本
米
価

の
外
枠
と
し
て
前
年
通
と
す
る

中
央
診
療
所
建
設
す
す
む

　
中
央
診
療
所
に
北
条
町
で
医

院
を
開
業
し
て
い
た
倉
田
四
郎

先
生
（
四
十
五
才
）
が
町
民
の

強
い
要
請
で
、
松
之
山
町
の
診

療
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
、
去

る
，
六
月
六
日
に
着
任
し
町
内
に

明
る
い
話
題
を
な
げ
て
い
る
。

　
倉
田
先
生
は
、
新
大
医
学
部

を
卒
業
、
産
婦
人
科
、
外
科
を

専
門
科
目
と
し
て
い
る
。

老
人
相
談
員

　
　
　
　
　
発
足

　
老
人
自
殺
の
多
い
東
頚
城
に

県
、
民
生
部
で
は
老
人
福
祉
対

策
の
一
環
と
し
て
全
国
で
も
初

め
て
の
老
人
福
祉
相
談
員
制
度

を
設
け
た
。
モ
デ
ル
地
区
と
な

っ
た
東
頚
城
六
町
村
に
↓
町
村

二
人
で
十
二
人
が
配
置
と
な
り

こ
の
ほ
ど
安
塚
町
役
場
で
十
二

今
ま
で
五
十
嵐
先
生
が
、
広

い
松
之
山
の
医
療
を
ほ
と
ん
ど

一
身
に
う
け
て
、
文
字
通
，
り
不

眠
不
休
の
努
力
を
2
つ
け
て
く

だ
さ
っ
て
い
た
が
、
町
の
医
師

不
足
は
深
刻
で
、
昭
和
四
十
年

に
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
、
翌
四
十

年
に
は
雪
上
車
を
配
置
、
ま
た

昨
年
十
一
月
か
ら
冬
期
間
の
四

ヵ
月
間
、
新
大
の
先
生
に
よ
る

二
週
間
交
替
で
出
張
診
療
を
し

て
も
ら
う
な
ど
急
場
を
し
の
い

で
き
た
。

　
ま
た
今
年
三
月
三
十
才
の
婦

人
が
雪
の
峠
で
出
産
し
た
り
、

人
の
相
談
員
に
辞
令
が
交
付
さ

れ
研
修
会
が
行
な
わ
れ
た
。

　
研
修
会
で
は
福
祉
法
、
生
活

保
護
法
な
ど
相
談
員
と
し
て
の

必
要
な
知
識
を
真
剣
な
表
情
で

勉
強
し
て
い
た
。

　
松
之
山
町
の
老
人
福
祉
相
談

員
は
松
之
山
地
区
に
上
川
手
の

滝
沢
正
二
氏
六
五
）
浦
田
地
区

に
湯
之
島
の
高
沢
奥
治
郎
氏
六

六
五
）
の
両
氏
で
巡
回
相
談
で

は
老
人
の
悩
み
な
ど
の
相
談
を

受
け
指
導
活
動
に
入
っ
て
い
る
。

落
雷
で
作
業
所
全
焼

　
六
月
十
九
日
午
後
、
町
内
は

一
時
激
し
い
雷
雨
に
見
舞
わ
れ

午
後
一
時
五
十
分
．
こ
ろ
松
口
の

保
坂
武
雄
さ
ん
責
任
者
の
共
同

作
業
所
に
落
雷
、
こ
の
た
め
モ

ー
タ
！
、
精
米
機
、
脱
穀
機
な

ど
農
機
具
九
台
と
同
作
業
所
木

造
二
階
建
て
八
十
九
、
平
方
メ
ー

ト
ル
を
全
焼
し
た
。
損
宵
約
二

百
万
円
。

昨
年
の
一
月
に
は
、
出
産
入
院

の
途
中
、
．
シ
ー
プ
の
中
で
お
産

す
る
と
い
う
悲
劇
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
た
び
倉
田
先
生
の
着
任

は
、
ま
さ
に
暗
夜
に
光
を
得
た

喜
び
と
い
う
べ
く
町
の
話
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
新
し
い
医
師
を
迎
え
、
か
ね

て
宿
願
と
さ
れ
て
い
た
中
央
診

療
所
の
新
築
も
、
す
で
に
高
橋

組
の
請
負
で
、
着
工
さ
れ
、
十

月
一
日
完
成
の
目
標
で
、
急
ピ

ヅ
チ
に
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て

い
る
。

　
（
写
真
は
診
療
す
る
倉
田
先
生
）

町
有
林
。
の

　
　
管
理
状
況
調
査

町
議
会
産
業
委
員
会
は
七
月

六
日
～
八
日
の
三
日
間
、
町
内

全
域
に
亘
り
、
町
有
林
の
管
理

状
況
な
ど
を
、
踏
査
し
た
。

　
又
七
月
十
三
日
～
十
四
日
の

二
日
間
、
産
業
、
土
木
．
両
委
員

会
は
合
同
で
、
中
頚
城
杉
の
沢

の
造
材
事
業
や
、
長
野
県
戸
隠

山
の
有
料
道
路
状
況
な
ど
を
視

察
し
た
。

壌簾墾屡
県
や
市
町
村
の
道
路
を
よ
く
す

る
た
め
の
財
源
に
す
る
た
め
、

七
月
一
日
か
ら
自
動
車
取
得
税

が
新
ら
し
く
設
け
ら
れ
ま
し
た

そ
こ
で
住
民
の
皆
様
か
ら
ご
協

力
を
い
た
だ
く
た
め
に
こ
の
税

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
（
課
税
す
る
の
は
）

県
が
課
税
し
ま
す
。

（
誰
に
課
税
さ
れ
る
の
か
）

新
卓
、
中
古
車
を
と
わ
ず
自
動

車
（
軽
四
輪
及
び
三
輪
も
含
ま

れ
ま
す
。
）
の
取
得
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

（
何
を
基
準
に
い
く
ら
税
金
が

か
か
る
の
か
）

自
動
車
の
取
得
価
額
を
も
と
に

し
て
、
そ
の
3
函
が
税
金
と
な

り
ま
す
。

こ
の
場
合
の
取
得
価
額
は
、
無

償
で
も
ら
っ
た
場
合
や
、
な
に

か
特
別
の
事
情
で
安
く
買
っ
た

場
合
等
で
も
、
通
常
の
取
引
価

交
通
災
害
共
済
発
足

　
　
　
　
　
年
　
三
百
六
十
円

　
　
　
　
　
死
亡
　
五
十
万
円

の入（2）にそ落行（1〉す餐細ぎ　　の　　に潟の町　　発済と＿

等級 傷害　の　程　度
　　　卓）（5）下三（4）すか（3）
金額　　　　共は百掛るら基
　　　　済三六金。翌済

お務わるた税特＿し付のが納＿協のれ更調わ自＿充1こ璽
臓と罫鯛蔽鯉常鰹馨を莚融蟄害歪纏

　課ぼ　’り予は　　　源に面の　　　うらとさとか　　　いスと、
　へ財くすし　・　　と交積一　　　ごこられ　’か　　　まム

1
2
3
4
5

死亡した場合
全治6ケ月以上の傷客を
うけた場合
全宿3ケ月以上　〃
全治1ケ月以上　〃
全治1週闘以上　〃

50万円　　　見百1』　　　年期
10　　　舞円円加　三間
　　　　金　（）　’人　　月

5　　　は　但者　三毎2　　　　　つ　　し 　　十一年
5千円　　　ぎ　　中人　　一四

　　　　2籍　是旦
　　　　お　　以き　　と日

く

一85一
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魏
撫
四
力
年
で
五
千
万
円
の
事
業

　
国
の
山
村
振
興
法
は
林
野
率

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

へ
き
地
山
村
で
あ
り
な
が
ら
指

定
の
対
象
外
と
な
っ
た
松
之
山

町
は
、
昨
年
度
か
ら
初
ま
っ
た

県
の
山
村
振
興
法
に
指
定
さ
れ

こ
の
ほ
ど
指
定
申
請
を
す
ま

せ
、
事
業
計
画
の
承
認
を
得

た
。
　
町
で
は
山
村
振
興
法
に
基
「
っ

い
て
今
年
か
ら
四
力
年
計
画
で

地
域
振
興
の
た
め
の
町
道
整
備

事
業
三
千
万
円
、
農
道
整
備
事

業
一
千
六
百
万
円
、
近
代
化
施

設
（
ナ
メ
コ
加
工
場
）
六
百
五

十
万
円
で
、
県
の
補
助
二
千
七

百
万
円
を
受
け
事
業
に
着
手
す

る
。
　
な
お
今
年
の
山
村
振
興
事
業

は
、
駐
賢
四
再
、
嚢

費
四
百
万
円
で
観
音
寺
地
内
に

六
百
五
十
万
円
で
松
里
農
協
に

近
代
化
施
設
（
ナ
メ
コ
工
場
）
が

実
施
さ
れ
る
。

第
一
年
度
（
昭
和
四
十
三
年
）

qD
町
道
改
艮
（
観
音
寺
地
内
）

　
四
百
二
十
m
、
四
百
万
円

⑭な

め
こ
加
工
所
（
松
里
）

建
物
一
棟
六
百
五
十
万
円

第
二
年
度
（
昭
和
四
十
四
年
）

①
町
道
改
艮
（
古
戸
～
松
口
間
》

　
八
百
十
m
、
七
百
五
十
万
円

貿
遣
（
藤
倉
地
内
）
八
百
七

　
十
m
、
七
百
四
十
万
円

第
三
年
度
（
昭
四
十
五
年
）

①
三
桶
橋
か
け
替
え
、
七
百
四

十
四
万
円

②農

道
（
橋
廷
凹
六
百
m
、
四

百
五
＋
九
万
円

⑥農

道
（
天
水
越
五
百
m
、
四

百
万
円

第
四
年
度
（
昭
四
十
六
年
）

①
町
道
改
良
（
松
口
地
内
）

四

山
村
振
興
事
業
き
ま
る

　
百
七
十
m
、
四
百
万
円

②
道
路
新
設
（
坂
下
よ
り
松
之

山
中
学
ま
で
の
間
）
七
百
m

六
百
九
十
万
円

大
厳
寺
原
牧
場
で
、
こ
と
し
も
放
牧
が
は
じ
ま
っ
た
。
狭

い
畜
舎
か
ら
広
い
牧
場
に
放
さ
れ
た
牛
は
、
ふ
り
注
ぐ
太

陽
の
光
を
浴
び
、
大
き
く
伸
び
た
牧
草
を
食
べ
仲
間
の
牛

と
は
ね
ま
わ
り
大
富
び
。
同
牧
場
は
、
つ
ゆ
あ
け
と
同
時

に
キ
ャ
ソ
ブ
場
と
な
り
若
い
グ
ル
ー
ブ
や
家
族
連
れ
で
に

ぎ
わ
う
。
大
厳
寺
原
牧
場
開
牧

　
標
高
七
百
三
十
メ
ー
ト
ル
、

林
野
放
牧
地
三
十
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
牧
草
地
二
十
ニ
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
町
営
大
厳
寺
原
牧
場
で
、

六
月
十
四
日
か
ら
放
牧
が
始
ま

っ
た
。
こ
の
牧
場
は
三
十
六
年

に
開
発
さ
れ
、
昨
年
県
内
で
も

初
め
て
の
蹄
耕
法
に
よ
る
牧
野

造
成
に
成
功
し
た
。

放
牧
手
数
料
は
昨
年
よ
り
十
円

値
上
げ
し
て
一
日
一
頭
六
十
円

と
な
っ
た
が
、
農
家
の
評
判
も

よ
く
、
四
十
五
頭
が
申
し
込
ん

で
い
る
。
こ
の
内
六
月
十
四
日

の
牧
場
開
き
に
三
十
一
頭
が
牧

場
に
上
り
、
体
重
測
定
の
あ
と

ツ
メ
に
番
号
が
押
さ
れ
、
オ
ー

チ
ヤ
！
ド
グ
ラ
ス
・
ケ
ン
タ
ツ

キ
！
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
・
ラ
ジ
ノ

ク
・
ー
バ
な
ど
、
若
草
が
青
あ

お
と
の
び
た
牧
場
に
放
さ
れ
た
．

四
年
ぶ
り
に
青
々
と

下
蝦
池
・
復
旧
田
植
付
お
わ
る

　
昭
和
三
十
九
年
四
月
に
発
生

し
た
総
面
積
四
十
ニ
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
及
ぶ
地
す
べ
り
の
た
め
、

不
毛
の
地
と
化
し
ま
っ
た
下
鰯

池
で
は
、
四
年
間
の
空
白
を
の

り
こ
え
、
八
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
水
田
が
復
旧
、
す
っ
か
り
植

え
付
け
が
済
ん
だ
。

　
こ
の
復
旧
に
要
し
た
経
費
は

田
畑
（
一
〇
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

の
二
千
四
百
六
十
五
万
円
、
道

路
・
水
路
な
ど
施
設
の
二
千
四

百
三
十
七
万
円
と
合
わ
せ
て
四

千
九
百
二
万
円
に
の
ぽ
っ
て
い

る
。
畑
の
二
・
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
集
団
的
利
用
法

が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
集
団
桑
園
に
す
る
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
下
鯖
池
地
す
べ
り
の
復
旧
概

要
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

①
農
地

総面
工積
妻鮪

②
施
設

　
水
　
　
路

八
．
七
二
㎞

二
・
二
三
〃

二
千
四
百
六
十

五
万
一
千
円

二
一
〇
三
m

志
農
者
講
習
会
ひ
ら
く

　
　
　
　
「
集
ま
る
と
楽
し
い
」
と

　
七
月
七
日
開
か
れ
た
松
之
山

町
第
三
回
志
農
者
講
習
会
は
、

午
前
中
は
、
町
連
合
婦
人
会
の

幹
部
と
の
話
し
合
い
を
も
ち
、

午
後
は
二
班
に
わ
か
れ
て
、
男

性
組
八
人
か
佐
藤
町
長
か
ら
町

政
余
般
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞

き
、
女
性
組
四
人
は
山
本
改
良

普
及
員
の
指
導
で
料
理
講
習
を

う
け
た
。

塗道鑑

妻路馨

　
　
六
一
二
基

一
三
二
二
m

二
千
四
百
三
十

七
万
三
千
円

四年ぶりの田植をよろこびながら

鼎
熱
難
驚
懸
芯

慾
　
　
鵜
驚

藷難藷舗朧朧朧朧朧朧朧藷撒朧朧朧朧朧朧緊1

霧灘灘灘灘灘灘
藷鎌愚朧朧鰯朧朧朧朧藷翻驚朧朧襲朧朧鰯朧
醗朧驚襲覇艶朧襲鰯朧朧繋難曙翻罵朧藷器撫

　
こ
れ
ま
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
に
は
、
独
自
な
年
金
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
で
は
奥
さ
ん
の
老
後
の
生
活
が
安
定
し
た
と
は
い
え
ま
せ

せ
ん
。
こ
れ
を
お
ぎ
な
う
意
味
か
ら
、
希
望
が
あ
れ
ば
国
民
年
金
に

加
入
し
て
、
奥
さ
ん
自
身
が
、
自
分
の
手
で
老
後
に
備
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
と
考
え
だ
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
任
意
加
入
制
度
で
す
。

　
任
意
加
入
で
き
る
人
は
、
明
治
44
年
4
月
2
日
以
後
に
生
ま
れ
た

人
で
、
次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
会
社
や
官
公
庁
な
ど
に
勤
め
て
、
厚
生
年
金
、
各
種
共
済
組
合

の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
の
奥
さ
ん
。

の　扶

助
料
・
遺
族
年
金
、
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
と
、
そ
の

　
　
奥
さ
ん
。

　
保
険
料
・
年
金
額
な
ど
は
、
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

と
同
じ
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
の
年
金
係
の
窓
口
に
印
か
ん
御

持参の

上
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　
　
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

　
　
　
　
　
　
　
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

料
理
講
習
で
、
サ
ン
ト
イ
ッ

チ
を
作
り
な
が
ら
、
志
農
者
の

一
人
、
橋
詰
の
村
山
さ
ん
は
、

「
み
ん
な
が
集
ま
る
と
き
は
、

と
っ
て
も
楽
し
い
」
、
講
習
会

も
す
す
ん
で
受
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
　
人
数
が
す
く
な

い
と
、
や
っ
ば
り
淋
し
い
気
持

畿

　
　
　
軽
自
動
車
税

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
軽
目
動
車
税
の
う
ち
原
動
機

　
付
自
転
車
（
一
二
五
㏄
以
下
の

　
バ
イ
ク
）
及
び
小
型
特
殊
自
動

　
車
（
農
耕
作
業
用
自
動
車
「
耕

　
う
ん
機
等
）
が
四
十
三
年
度
よ

　
り
四
月
二
日
以
後
に
購
入
し
た

　
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
度

　
分
の
税
金
は
課
さ
な
い
こ
と
に

　
な
り
ま
し
た
。

　
　
ベ
イ
ク
・
耕
う
ん
機
以
外
の

　
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
そ
の

　
発
生
し
た
翌
月
か
ら
、
月
割
で

　
　
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
　
現
在
耕
う
ん
機
（
牽
引
車
の

　
あ
る
も
の
）
を
所
有
し
又
は
使

　
　
用
し
て
い
る
方
が
、
ナ
ン
バ
ー

　
　
の
交
付
も
う
け
ず
運
行
さ
れ
て

　
　
い
る
の
を
目
窟
又
け
ま
す
が
、
そ

　
　
れ
は
違
反
で
す
か
ら
至
急
ナ
ン

　
　
バ
！
の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

　
　
町
民
税
や
所
得
税
で
そ
の
耕
う

　
　
ん
機
の
償
却
費
を
五
年
間
引
き

　
　
ま
す
が
ナ
ン
バ
ー
の
交
付
を
受

　
　
け
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

　
控
除
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

霧
縫
櫓
、
の
手
誓
を

h

田
辺
百
合
子

　
ソ
ー
ネ

今
町
で
は
ボ

ー
ル
の
内
職

を
斡
旋
し
て

大
変
よ
ろ
こ

ば
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
ほ

ん
と
う
に
い

い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

現
金
収
入
の

と
ぽ
し
い
と

こ
ろ
か
ら
農

家
の
お
く
さ

ん
達
は
、
な

れ
な
い
仕
事

に
で
て
先
日

も
大
怪
我
を

し
た
と
聞
き
ほ
ん
と
に
き
の
ど

く
に
思
っ
て
い
ま
す
。

婦人

や
重
労
働
の
出
来
な
い
男

衆
の
内
職
を
ぜ
ひ
心
配
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
央
診
療
所
か
出
来
て
み
な
さ

ん
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
で

も
ど
う
せ
作
る
ん
だ
っ
た
ら
ど

う
し
て
も
う
少
し
皆
ん
な
の
意

見
を
き
い
て
場
所
を
き
め
て
も

ら
え
な
か
っ
た
か
？
と
思
い
ま

す
。
し
ろ
う
と
考
え
で
す
が
今

の
場
所
よ
り
も
ま
し
な
所
は
ほ

か
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
壬
二

年
で
こ
わ
し
て
し
ま
う
も
の
で

な
い
だ
け
に
も
う
少
し
計
画
性

を
も
っ
て
や
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
私
は
ス
ボ
ー
ツ
が
す
き

で
す
か
ら
思
う
の
で
す
が
だ
れ

で
も
参
加
出
来
る
ス
ホ
ー
ツ
を

町
に
広
め
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
県
民
ス
ポ
ー
ツ
も
昔

の
村
民
大
会
の
よ
う
に
町
民
全

体が

参
加
出
来
る
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　
橋
詰

　
　
村
山
友
美
子
⑳

　
　
「
感
じ
て
い
る
こ
と
と
壽
易

れ
て
も
ち
ょ
っ
と
困
る
ん
で
す

け
ど
、
そ
う
で
す
ね
、
農
村
に

生
き
る
仲
間
が
い
ち
ば
ん
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
学
校
を
卒
業

す
る
と
み
ん
な
都
会
へ
出
て
行

　
っ
ち
ゃ
う
の
が
、
何
だ
か
寂
し

い
感
じ
で
虞

　
　
「
青
年
団
で
集
ま
り
が
あ
っ

　
て
も
せ
い
ぜ
い
五
、
六
人
の
畦

が
多
い
ん
で
す
。
町
で
心
配
し

　
て
く
れ
て
い
る
志
農
講
座
も

も
っ
と
沢
山
の
仲
問
た
ち
が
出

　
て
来
る
と
い
い
ん
で
す
が
：
…
－

調
理
の
勉
強
を
し
た
い
と
思
っ

　
て
い
ま
す
の
で
、
講
座
の
中
に

回
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
玄

　
　
最
近
、
　
川
手
の
川
（
越
道

　川を

指
す
）
が
ゴ
ミ
で
汚
れ
て

困
っ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
ま
で

　
は
小
中
学
校
の
児
童
の
水
泳
で

　
夏
は
に
ぎ
わ
っ
た
も
の
で
す
が

昨
年
か
ら
は
泳
ぎ
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
早
瀬
橋

　
へ
、
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
き
た

ゴ
ミ
を
捨
て
て
ゆ
く
者
も
あ
る

ち
も
、
否
定
で
き
ま
せ
ん
」
と

語
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
嘗
箕
は
志
盤
お

　
　
　
　
料
狸
響

よ
う
で
す
が
、
や
め
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
き

藤

蕊
液

倉
関
根
岩
次
㈲

　
田
ん
ぽ
の
面
積
が
す
く
な
い

の
で
、
ず
っ
と
以
前
か
ら
出
稼

を
続
け
て
お
り
、
七
月
四
日
か

ら
ま
た
仲
間
十
五
、
六
名
で
東

京
方
面
へ
出
か
け
ま
す
。

　
去
年
の
七
月
末
に
出
稼
先
で

足
に
負
傷
し
四
十
日
ほ
ど
休
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
、
こ
の
休
業

補
償
は
ま
だ
三
分
の
一
位
し

か
貰
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
ん
ど

出
稼
し
た
ら
又
交
渉
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
出
稼
先
で
も
、
留
守
中
の
田

舎
で
も
や
は
り
医
療
問
題
が
差

し
当
っ
て
の
悩
み
で
す
。

　
私
の
家
で
は
、
母
も
昨
年
大

き
な
怪
我
を
し
て
長
い
間
お
医

者
塔
ん
の
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
き
り
の
な
い
話
だ
と
い
わ

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
老

人
が
無
料
で
受
診
で
き
る
よ
う

に
な
ら
な
い
も
の
か
と
思
い
ま

し
た
。

　
出
稼
が
出
来
な
く
な
っ
た
ら

牛
で
も
飼
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
い
う
方
法
で
、

購
入
資
金
の
あ
っ
せ
ん
を
お
願

い
し
た
ら
よ
い
の
か
。

　
大
き
い
子
供
二
人
は
都
会
へ

就
職
し
て
い
ま
す
が
、
あ
と
取

り
が
出
来
そ
う
に
な
く
弱
っ
て

い
ま
す
。

郡
青
年
体
育
大
会
盛
大
に

　
　
　
　
　
　
福
原
君
県
大
会
へ

　
東
頚
城
郡
青
年
体
育
大
会
は

七
月
十
四
日
、
町
内
三
会
場
に

わ
か
れ
、
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ

た
。
　
赤
・
紺
な
ど
、
色
あ
ざ
や
か

な
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
の
各
町
村
選

手
団
、
応
援
団
な
ど
約
四
百
名

　
　
　
　
　
　
を
集
め
た
大

　
　
　
　
　
　
会
の
フ
エ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
レ
ー
は
、
へ

き
地
東
頚
の
ど
こ
に
、
こ
ん
な

に
明
る
く
、
元
気
で
は
ち
切
れ

る
よ
う
な
若
者
が
い
る
の
か
と

思
わ
せ
る
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。

当
日
の
総
合
成
績
は
つ
ぎ
の
と

お
り
。

　
第
一
位
浦
川
原
村
、
第
二
位

松
代
町
、
第
三
位
大
島
村
、
第

四
位
安
塚
町
、
第
五
位
松
之
山

町
、
第
六
位
牧
村
。

な
お
来
月
お
こ
な
わ
れ
る
県
大

会
に
、
松
之
山
か
ら
本
大
会
の

走巾

跳
で
個
人
優
賞
し
た
福
原

豊
君
が
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
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